
(57)【要約】

【課題】ゴミ置場からカラスのゴミ袋破袋による食い散

らかす被害を解消し得る折畳自在なゴミ置場網掛けカバ

ーフレームの提供。

【解決手段】前後一対のサイドフレーム１，２と、相対

峙するサイドフレーム１，２の対応する両側隅脚部１ａ

，２ａ上下相互を連結する二つ折屈伸自在な連杆３，４

と、使用時隅脚部１ａ，２ａ上端と対応する水平状態の

上連杆３とが成す少なくとも前後片側いずれかの隅角部

α間に亙り設けた左右上連杆水平保持用支保棒７，８と

、前後サイドフレーム１，２の隅脚部１ａ，２ａ下端部

に取付けるコンクリートブロック９，１０とを有するカ

バーフレームＡを組成し、不使用時偏平に折畳むととも

に使用時長方形に保形設置し、全体にネット１２を覆う

特徴的構成採用。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 要 間 隔 を 置 い て 並 立 す る 左 右 一 対 の 隅 脚 部 の 上 端 及 び 下 部 間 に 亙 り そ れ ぞ れ 上 渡 し 杆
部 と 下 渡 杆 部 で 連 結 し て 一 対 の 前 後 サ イ ド フ レ ー ム を 設 け る 一 方 、
中 央 で 下 側 に 二 つ 折 り 屈 伸 自 在 な 左 右 両 上 連 杆 と 中 央 で 上 側 に 二 つ 折 り 屈 伸 自 在 な 左 右 両
下 連 杆 の 両 端 を 、 所 要 間 隔 を 置 い て 相 対 峙 す る 前 記 前 後 サ イ ド フ レ ー ム の 対 応 す る 左 右 両
隅 脚 部 各 上 端 と 下 部 間 に 亙 り そ れ ぞ れ 枢 着 す る と と も に 当 該 左 右 上 連 杆 間 に 亙 り 天 梁 杆 を
渡 着 し て カ バ ー フ レ ー ム を 形 成 し 、
他 方 、 前 記 左 右 両 上 連 杆 を 使 用 時 水 平 に 保 持 す る 左 右 両 支 保 棒 を 、 少 な く と も い ず れ か の
前 記 前 後 サ イ ド フ レ ー ム の 左 右 両 隅 脚 部 と 対 応 す る 前 記 左 右 両 上 連 杆 と で 画 す る 各 隅 角 部
間 に 取 外 し 自 在 に 設 け 、
さ ら に 、 前 記 後 サ イ ド フ レ ー ム の 左 右 両 隅 脚 部 下 端 部 に 前 記 カ バ ー フ レ ー ム 内 に 設 置 す る
コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク を 着 脱 自 在 に 取 付 け て 、 そ の 上 に 、 使 用 時 前 記 カ バ ー フ レ ー ム 全 体
に 亙 り ネ ッ ト を 覆 っ て な る 、
こ と を 特 徴 と す る 折 畳 自 在 な ゴ ミ 置 場 網 掛 け カ バ ー フ レ ー ム 。
 
 
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 案 は 、 カ ラ ス や 野 良 猫 等 に よ る 食 い 散 ら か し を 防 止 す る 折 畳 自 在 な ゴ ミ 置 場 網 掛 け カ
バ ー フ レ ー ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 病 院 や 食 堂 等 の ゴ ミ 置 場 、 ア パ ー ト や マ ン シ ョ ン や 戸 建 て 等 の 共 同 ゴ ミ 置 場 に お い て は
、 ゴ ミ 回 収 車 の 回 収 ま で の 間 、 ゴ ミ 置 場 に 収 集 し た ゴ ミ 、 特 に 生 ゴ ミ に 対 し 、 風 等 に よ る
飛 散 や カ ラ ス や 野 良 猫 等 に よ る 生 ゴ ミ を 収 容 し た ゴ ミ 袋 を 破 っ て 四 方 に 食 い 散 ら か し 、 放
散 す る 臭 い や 不 衛 生 か つ 周 辺 汚 損 に 住 民 や 通 行 人 が 悩 ま さ れ 頭 痛 の 種 と な っ て い た 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の 為 、 ゴ ミ 置 場 に 収 集 し た ゴ ミ 袋 群 の 上 に ネ ッ ト を 掛 け て そ の 被 害 の 防 止 を 試 み た が
野 良 猫 に は あ る 程 度 有 効 に 作 用 し た が 、 カ ラ ス の 嘴 が ネ ッ ト を 通 し て ゴ ミ 袋 を つ つ き 破 袋
し て や は り 食 い 散 ら か し を 防 ぐ こ と は 出 来 な か っ た 。 嘴 の 通 ら な い 網 目 の 密 な る 細 い ネ ッ
ト で は 容 易 に ネ ッ ト 自 体 を 破 ら れ て し ま う し 、 風 で 飛 ば さ れ る 危 険 も あ っ た 。 そ の 為 、 ゴ
ミ 置 場 は 恰 好 の カ ラ ス の 餌 場 と な り 、 そ の 異 常 な 数 は 、 住 民 や 通 行 人 の 身 の 危 険 を も 感 じ
さ せ 、 小 児 や 児 童 に 対 す る 実 害 も 報 告 さ れ 、 近 年 都 会 は 天 敵 の い な い カ ラ ス の 住 処 と 化 し
つ つ あ り 、 そ の 群 棲 は 社 会 問 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ に お い て 、 本 案 の 解 決 す べ き 主 要 な 目 的 は 、 次 の 通 り で あ る 。
即 ち 、 本 案 の 第 一 の 目 的 は 、 ゴ ミ 置 場 か ら カ ラ ス の 害 を 消 滅 し 得 る 折 畳 自 在 な ゴ ミ 置 場 網
掛 け カ バ ー フ レ ー ム を 提 供 せ ん と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 案 の 第 二 の 目 的 は 、 在 庫 保 管 時 や 運 搬 時 や 不 使 用 時 、 コ ン パ ク ト に 折 畳 ま れ 、 場 所 を 取
ら ず 、 邪 魔 に な ら な い 折 畳 自 在 な ゴ ミ 置 場 網 掛 け カ バ ー フ レ ー ム を 提 供 せ ん と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 案 の 第 三 の 目 的 は 、 軽 量 、 取 扱 い 至 便 で 耐 久 性 の あ る 折 畳 自 在 な ゴ ミ 置 場 網 掛 け カ バ
ー フ レ ー ム を 提 供 せ ん と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 案 の 他 の 目 的 は 、 明 細 書 、 図 面 、 特 に 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 の 記 載 か ら 自 ず と 明 ら
か に な ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 案 は 、 前 記 課 題 の 解 決 に 当 り 、 前 後 一 対 の サ イ ド フ レ ー ム と 、 当 該 前 後 サ イ ド フ レ ー
ム の 対 応 す る 両 側 隅 脚 部 上 下 相 互 を 連 結 す る 二 つ 折 り 屈 伸 自 在 な 左 右 連 杆 と 、 使 用 時 当 該
両 隅 脚 部 上 端 と 対 応 す る 水 平 状 態 の 左 右 上 連 杆 と が 成 す 少 な く と も 前 後 片 側 い ず れ か の 隅
角 部 間 に 亙 り 設 け た 当 該 左 右 上 連 杆 水 平 保 持 用 支 保 棒 と 、 前 記 後 サ イ ド フ レ ー ム の 両 側 隅
脚 部 下 端 部 に 取 付 け る コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク と を 有 す る カ バ ー フ レ ー ム を 組 成 し 、 不 使 用
時 偏 平 に 折 畳 む と と も に 使 用 時 長 方 形 に 保 形 設 置 し 全 体 に ネ ッ ト を 覆 っ て な る 特 徴 的 構 成
手 段 を 講 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 詳 細 に 述 べ る と 当 該 課 題 の 解 決 で は 、 本 案 が 次 に 示 す 新 規 な 構 成 手 段 を
採 用 す る こ と に よ り 、 前 記 目 的 を 達 成 す る よ う に な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 即 ち 、 本 案 の 特 徴 は 、 所 要 間 隔 を 置 い て 並 立 す る 左 右 一 対 の 隅 脚 部 の 上 端 及 び 下 部 間 に
亙 り そ れ ぞ れ 上 渡 し 杆 部 と 下 渡 し 杆 部 で 連 結 し て 一 対 の 前 後 サ イ ド フ レ ー ム を 設 け る 一 方
、 中 央 で 下 側 に 二 つ 折 り 屈 伸 自 在 な 左 右 両 上 連 杆 と 中 央 で 上 側 に 二 つ 折 り 屈 伸 自 在 な 左 右
両 下 連 杆 の そ れ ぞ れ 両 端 を 、 所 要 間 隔 を 置 い て 相 対 峙 す る 前 記 前 後 サ イ ド フ レ ー ム の 対 応
す る 左 右 両 側 脚 部 各 上 端 と 下 部 間 に 亙 り そ れ ぞ れ 枢 着 す る と と も に 当 該 左 右 上 連 杆 に 亙 り
天 梁 杆 を 渡 着 し て カ バ ー フ レ ー ム を 形 成 し 、 他 方 、 前 記 左 右 両 上 連 杆 を 使 用 時 水 平 に 保 持
す る 左 右 両 支 保 棒 を 、 少 な く と も い ず れ か の 前 記 前 後 サ イ ド フ レ ー ム の 左 右 両 脚 部 と 対 応
す る 前 記 左 右 両 上 連 杆 と で 画 す る 各 隅 角 部 間 に 取 外 し 自 在 に 設 け 、 さ ら に 、 前 記 後 サ イ ド
フ レ ー ム の 左 右 両 隅 脚 部 下 端 部 に 前 記 カ バ ー フ レ ー ム 内 に 設 置 す る コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク
を 着 脱 自 在 に 取 付 け て 、 そ の 上 に 、 使 用 時 前 記 カ バ ー フ レ ー ム 全 体 に 亙 り ネ ッ ト を 覆 っ て
な る 折 畳 自 在 な ゴ ミ 置 場 網 掛 け カ バ ー フ レ ー ム の 構 成 採 用 に あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 案 に よ れ ば 、 使 用 時 長 方 形 に 保 形 設 置 し 、 網 掛 け し た カ バ ー フ レ ー ム の カ ラ ス 嘴 が 届
か な い 内 方 に ゴ ミ 袋 を 集 積 し て 置 け ば ゴ ミ 袋 は カ ラ ス の 嘴 に よ る 破 袋 は な い か ら 被 害 に 合
う こ と も な く 、 ゴ ミ 置 場 を 衛 生 的 に 整 然 と 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ の 結 果 、 ゴ ミ 置 場 は カ ラ ス の 餌 場 と は 成 り 難 く 、 寄 り 付 か な く な る 為 、 カ ラ ス の 住 み
良 い 環 境 を な く し 、 人 間 社 会 か ら 遠 ざ け て 都 会 の 社 会 問 題 の 解 決 化 を 計 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か も 、 カ バ ー フ レ ー ム 自 体 は 軽 量 か つ 頑 強 な の で 、 ゴ ミ 置 場 に 一 番 係 る 主 婦 等 に 持 運
び 設 置 を 容 易 に す る と と も に 、 在 庫 保 管 時 、 運 搬 時 、 不 使 用 時 偏 平 に 折 畳 ん で 場 所 を 取 ら
ず ゴ ミ 置 場 等 の 清 掃 に 際 し て 邪 魔 と な ら ず シ ャ ワ ー 等 で 清 掃 可 能 な の で 常 時 清 潔 に 保 て る
等 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 案 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 案 の 使 用 時 の 斜 面 図 、 図 ２ は 本 案 の 不 使 用 時 の 網 掛 け カ バ ー フ レ ー ム の 折 畳 途 中
の 斜 面 図 、 図 ３ は 同 網 を 取 っ た カ バ ー フ レ ー ム の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
図 中 、 Ａ は 本 案 の 折 畳 自 在 な ゴ ミ 置 場 網 掛 け カ バ ー フ レ ー ム 、 １ ， ２ は 左 右 両 側 隅 脚 部 １
ａ ， ２ ａ と 上 下 渡 し 杆 １ ｂ ， ２ ｂ か ら な る 前 後 サ イ ド フ レ ー ム 、 ３ は 中 央 を 下 側 に 二 つ 折
り 屈 伸 自 在 に ヒ ン ジ 又 は 枢 支 ピ ン ３ ａ に て 枢 結 し 両 端 を ヒ ン ジ 又 は 枢 支 ピ ン ３ ｂ に て 隅 脚
部 １ ａ ， ２ ａ そ れ ぞ れ 対 向 上 端 に 枢 着 し た 上 連 杆 、 ４ は 中 央 下 側 に 二 つ 折 り 屈 伸 自 在 に ヒ
ン ジ 又 は 枢 支 ピ ン ４ ａ に て 枢 結 し 両 端 を ヒ ン ジ 又 は 枢 支 ピ ン ４ ｂ に て 隅 脚 部 １ ａ ， ２ ａ 対
向 下 部 に 枢 着 し た 下 連 杆 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 ５ ， ６ は 左 右 上 連 杆 ３ の 対 向 位 置 間 に 渡 設 し た 天 梁 杆 、 ７ ， ８ は 前 サ イ ド フ レ ー ム １ の
両 側 隅 脚 部 １ ａ ， ２ ａ と 左 右 上 連 杆 ３ と が 画 す る 隅 角 部 α 間 に 亙 り 図 示 し な い 直 角 折 曲 両
端 を 隅 脚 部 １ ａ ， ２ ａ 上 部 の 嵌 孔 １ ｃ と 上 連 杆 ３ 中 央 寄 り の 嵌 孔 ３ ｃ に 着 脱 自 在 に 嵌 入 し
て 筋 交 い 渡 架 し て 使 用 時 上 連 杆 ３ を 水 平 に 保 持 す る 支 保 棒 、 ９ ， １ ０ は 後 サ イ ド フ レ ー ム
２ の 両 側 隅 脚 部 １ ａ ， ２ ａ の 下 端 部 内 側 に カ バ ー フ レ ー ム Ａ 内 に 配 置 し て 取 り 外 し 自 在 に
螺 子 １ １ 止 め し た コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、 １ ２ は カ バ ー フ レ ー ム Ａ 全 体 を 包 覆 し た ネ ッ ト
で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 カ バ ー フ レ ー ム Ａ は ア ル ミ ニ ュ ー ム 材 又 は 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 材 等 の 軽 量 か つ 耐 食
性 、 耐 久 性 を 有 す る 素 材 を 、 ヒ ン ジ 又 は 枢 支 ピ ン ３ ａ ， ３ ｂ ， ４ ａ ， ４ ｂ 及 び 支 保 棒 ７ ，
８ は 耐 食 性 、 堅 牢 性 を 有 す る ス テ ン レ ス ス チ ー ル 素 材 を 、 ネ ッ ト １ ２ は 天 然 繊 維 素 材 又 は
柔 軟 性 プ ラ ス チ ッ ク 素 材 を 、 そ れ ぞ れ 採 用 す る 。 な お 、 支 保 棒 ７ ， ８ に 代 え て 、 隅 脚 部 １
ａ ， ２ ａ 上 部 全 長 に 添 え て 内 側 に 回 転 自 在 に 直 角 垂 直 辺 を ヒ ン ジ で 取 付 け て 、 使 用 時 隅 角
部 α 間 位 置 に 回 転 持 来 位 置 決 め し た 他 の 直 角 上 辺 を 下 側 に 臨 ま せ て 上 連 杆 ３ を 水 平 状 態 に
下 支 え す る 直 角 板 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 案 の 実 施 形 態 例 の 仕 様 は 、 以 上 の 具 体 的 実 施 態 様 を 呈 す る の で 、 ゴ ミ 置 場 に 設 置 す る
に は 、 予 め 偏 平 に 折 畳 ん だ カ バ ー フ レ ー ム Ａ と 左 右 一 対 の 支 保 棒 ７ ， ８ と 一 対 の コ ン ク リ
ー ト ブ ロ ッ ク ９ ， １ ０ と ネ ッ ト １ ２ を 設 置 現 場 に そ れ ぞ れ 分 離 搬 入 し て 置 く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 ゴ ミ 置 場 上 に カ バ ー フ レ ー ム Ａ を 左 右 上 下 の 連 杆 ３ ， ４ を 水 平 に 伸 展 し て 長 方 形
に 形 成 し 、 次 い で 支 保 棒 ７ ， ８ の 両 端 直 角 折 曲 端 を そ れ ぞ れ 隅 脚 部 １ ａ ， ２ ａ の 嵌 孔 １ ｃ
と 上 連 杆 ３ の 嵌 孔 ３ ｃ に 嵌 入 し て 上 連 杆 ３ を 水 平 に 保 持 し カ バ ー フ レ ー ム Ａ の 長 方 形 体 を
強 固 に 保 形 し 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ９ ， １ ０ を カ バ ー フ レ ー ム Ａ 内 に 占 め る よ う 後 サ イ
ド フ レ ー ム ２ の 左 右 隅 脚 部 １ ａ ， ２ ａ 内 側 に 螺 子 １ １ 止 め し て 設 置 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 別 途 待 機 す る ゴ ミ 袋 等 を 前 サ イ ド フ レ ー ム １ の 上 下 渡 し 杆 １ ｂ ， ２ ｂ 間 か ら カ
バ ー フ レ ー ム Ａ 内 方 に 集 積 収 容 し た 上 で カ バ ー フ レ ー ム Ａ 全 体 に ネ ッ ト １ ２ を 被 包 す る 。
そ の 後 の ゴ ミ 袋 を カ バ ー フ レ ー ム Ａ 内 に 挿 入 す る に は ネ ッ ト １ ２ の 前 側 を た く し 上 げ て 上
下 渡 し 杆 １ ｂ ， ２ ｂ 間 か ら 入 れ る こ と と な り 、 ゴ ミ 回 収 車 に よ る ゴ ミ 袋 を 回 収 す る 作 業 で
は ネ ッ ト １ ２ 全 体 を 取 り 外 す か 前 半 分 以 上 を た く し 上 げ て 上 下 渡 し 杆 １ ｂ ， ２ ｂ か ら 取 り
出 す こ と と な る 。
　 な お 、 移 動 す る 時 に は 、 支 保 棒 ７ ， ８ と コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ９ ， １ ０ を カ バ ー フ レ ー
ム Ａ か ら 分 離 し て カ バ ー フ レ ー ム Ａ を 左 右 両 側 上 下 連 杆 ３ ， ４ 中 央 を 二 つ 折 り 屈 曲 す る こ
と に よ り 偏 平 化 し て そ れ ぞ れ 持 ち 運 ぶ こ と と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 案 の 実 施 の 形 態 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 案 の 不 使 用 時 の 網 掛 け カ バ ー フ レ ー ム の 折 畳 途 中 の 斜 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 、 網 を 取 っ た カ バ ー フ レ ー ム の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ａ … 折 畳 自 在 な ゴ ミ 置 場 網 掛 け カ バ ー フ レ ー ム
　 １ ， ２ … 前 後 サ イ ド フ レ ー ム
　 １ ａ ， ２ ａ … 両 側 隅 脚 部
　 １ ｂ ， ２ ｂ … 上 下 渡 し 杆
　 １ ｃ ， ３ ｃ … 嵌 孔
　 ３ ， ４ … 上 下 連 杆
　 ３ ａ ， ３ ｂ ， ４ ａ ， ４ ｂ … ヒ ン ジ 又 は 枢 支 ピ ン
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　 ５ ， ６ … 天 梁 杆
　 ７ ， ８ … 支 保 棒
　 ９ ， １ ０ … コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク
　 １ １ … 螺 子
　 １ ２ … ネ ッ ト
　

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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